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○題目：平安朝初期物語の研究
－『竹取物語』『落窪物語』を中心として－
○目次：
序章  研究の目的と方法

1、 研究の対象とその研究史

2、 研究の課題と方法
1． 作り物語の成立‧展開とその特質
2． 虚構の伝奇性と写実性
第一章  女主人公の造型

  一、『竹取物語』におけるかぐや姫
1． 喜劇的プロットにおけるかぐや姫
2． 悲劇的プロットにおけるかぐや姫
  二、『落窪物語』における落窪の君
1． 逆境における落窪の君
2． 順境における落窪の君
3、 かぐや姫の内発性、落窪の君の外発性
第二章  貴種流離譚の二系譜
一、貴種流離譚の概念
  二、天人の貴種流離譚の系譜（天上の物語）
三、地上の貴種流離譚の系譜（地上の物語）
第三章  求婚‧婚姻譚の二系譜
  一、『竹取物語』に見られる求婚‧難題譚
  二、『落窪物語』に見られる一夫一妻主義
第四章  物語空間の位相
  一、京周辺の物語－『竹取物語』－
  二、京の中の物語－『落窪物語』－

終章  平安朝初期物語の二様式
  一、平安朝初期物語の二様式
  二、平安朝初期物語から中期物語への展開
  三、今後の研究の課題
○論旨概要： 

資料に示した目次は卒論‧修論のオリエンテ－ションの時のと違うが、研究の目的は変わらない。要するに、本論は、平安朝初期物語、特に作り物語における伝奇性の強い『竹取物語』と写実性を中心とした『落窪物語』との二短編を取り上げて、「女主人公の造型」、「貴種流離譚」、「求婚‧婚姻譚」、「物語空間の位相」などの文芸的問題を通して、それぞれの特質を対照的に見出し、その物語史的意義を試みに論じようと思う。これらの問題意識は初期の物語に限らず、物語全般が抱えている重要な研究課題でもある。したがって、初期のこれらの問題を究明できれば、今後、平安朝の中期、後期物語を合わせて研究するのに絶大な手掛かりが得られよう。
  第一章では、男女の社会背景や婚姻制度などの差異によって女主人公の基本的な造型は男主人公の動的人物造型と違って、静的人物造型、－美女的、私的、家庭的、受動的、訪れられる者－、である視点から、『竹取物語』の喜劇的から悲劇的へと、『落窪物語』の悲劇的（逆境）から喜劇的（順境）へと展開していく上で、かぐや姫は養女、美女と天女の身として、落窪の君は「落窪の女」と「家の女」として、造型されたと別々に考えている。そして、事件に対する二人の処しかたや態度によって、かぐや姫の内発性、落窪の君の外発性に注目して、静的内発性的女主人公と静的外発性的女主人公との二つの典型的タイプは物語史上で大きな意義があるのではないかと述べたいのである。
  第二章では、大体「貴種流離譚」を神話的－天人的貴種流離譚と、現世的－地上的貴種流離との二系譜に分けられる前提から、かぐや姫の、「清→穢→清」という構造をもって、天上と地上の間における垂直的貴種流離譚‧天人的貴種流離譚と、落窪の君の、「明→暗→明」という構造をもって、地上における水平的貴種流離譚‧地上的貴種流離譚とを考察し、その二系譜をたどってみたいのである。
  第三章では、行動的男登場人物の「色好み」の態度と、受動的女登場人物の「色好み」に対する認識ないし矜持とは、物語における求婚‧婚姻譚と大いにかかわりあっている考えから、「若く美しい異性に憧れ、よく見極めたい、我がものにしたいと欲する際の情動」即ち「すき」という「色好み」の外部構造の上に、「心深し」、「心長し」という「色好み」の内部構造を加えれば、「色好み」の理想、男の理想像により近いと作者によって主張されているのではないかと試みに読み取りたいのである。そうすれば、『竹取物語』における反一対多的求婚譚‧難題失敗譚と、『落窪物語』における一夫一妻主義と共に、時代的意義があると考えられよう。
  第四章では、物語に見られる、京、周辺、地方、三つの場については、いかなるイメ－ジを持っているのか、という問い掛けから始まり、『竹取物語』の夢的、ロマン的物語、『落窪物語』の祭り的、政権的物語の位相を考えようと思う。
